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令和２年第１回竜王町議会定例会（第３号） 

                            令和２年３月１２日 

                            午後１時００分開議 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第３日） 

日程第 １ 議第 １号 竜王町課設置条例の一部を改正する条例 

            （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

日程第 ２ 議第 ６号 令和元年度竜王町一般会計補正予算（第５号） 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ３ 議第 ８号 令和元年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            補正予算（第３号） 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 森 島 芳 男   ２番 中 村 匡 希 

 ３番 福 田 優 三   ４番 鎌 田 勝 治 

 ５番 橘   せつ子   ６番 尾 川 幸 左 衞 門 

 ７番 大 前 セツ子   ８番 澤 田 満 夫 

 ９番 磯 部 俊 男  １０番 貴 多 正 幸 

１１番 岡 山 富 男  １２番 小 西 久 次 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 西田 秀治  教育委員会教育長 甲津 和寿 

副 町 長 杼木 栄司  総 務 主 監 山添みゆき 

住 民 福 祉 主 監 奥  浩市  産 業 建 設 主 監 井口 和人 

会 計 管 理 者 小森久美子  総 務 課 長 川嶋 正明 

未 来 創 造 課 長 図司 明徳  税 務 課 長 西川 良浩 

生 活 安 全 課 長 寺嶋  要  住 民 課 長 森岡 道友 

福 祉 課 長 間宮 泰樹  健 康 推 進 課 長 中原 江理 

発 達 支 援 課 長 西村 忠晃  農 業 振 興 課 長 中山 孝彦 

商 工 観 光 課 長 岩田 宏之  建 設 計 画 課 長 森  徳男 

上 下 水 道 課 長 込山 佳寛  教 育 次 長 兼
生 涯 学 習 課 長 

井口 清幸 

教 育 総 務 課 長 町田 啓司  学 校 教 育 課 長 武久 雅則 

５  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 知禿 雅仁  書 記 中野ゆかり 
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開議 午後１時００分 

○議長（小西久次） 皆さん、こんにちは。ただいまの出席議員数は１２人であり

ます。よって、定足数に達しておりますので、これより令和２年第１回竜王町議

会定例会を再開します。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 議第 １号 竜王町課設置条例の一部を改正する条例 

            （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

○議長（小西久次） 日程第１ 議第１号、竜王町課設置条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

本案は、総務産業建設常任員会に審査を付託しておきましたので、その審査の

経過と結果について委員長より報告を求めます。 

総務産業建設常任委員会委員長、澤田満夫議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（澤田満夫） 総務産業建設常任委員会報告。 

令和２年３月１２日 

委員長 澤田 満夫 

去る３月６日の本会議において、本委員会に審査の付託を受けました議第１号、

竜王町課設置条例の一部を改正する条例について、審査の経過と結果を報告しま

す。 

本委員会は、３月１０日午前９時より第１委員会室において、委員全員出席の

もと会議を開き、杼木副町長、山添総務主監、川嶋課長、並びに関係職員の出席

を求め、次のとおり説明を受け審査いたしました。 

議第１号、竜王町課設置条例の一部を改正する条例は、きょうまで未来創造課

を中心にプロジェクトチームをつくり、コンパクトシティ化構想（案）を検討し

てまいりましたが、本構想（案）の具現化に向けた体制を整備することを目的に、

新たに「中心核整備課」を設置するため、条例の一部改正を行うものです。施行

期日は、令和２年４月１日です。 

主な質疑応答。問）コンパクトシティ化構想（案）については、町の考えと住

民が感じている内容には温度差がある。特に、中心核整備の１つである竜王小学

校の建てかえについては、反対はないように思うが、移転については難色を示さ
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れている方もいる。住民に説明と承認を得るといった作業が少ないように思うの

で、課を設置して進めていくことについては、早いと考えるがどうか。 

答）町としては、今まで構想段階のものを住民説明会等で説明し、順を追って

進めてきている。ただし、竜王小学校については築４８年を経過し、待ったなし

の状況であるため、２０２５年４月開所を目標に進めていきたい。今後も説明会

等の中で構想や考え方を丁寧に説明し、理解を求めつつ、周知ができたか検証し

ながら進めなければならないと考えている。 

また、専門の課でしっかりと議論を深め、詰めていく段階に入っていることか

ら、中心核整備課を設置し、進めていきたい。 

問）中心核整備課には、４名配置するということだか、どの課も手いっぱいの

状況であり負担にならないのか。 

答）基本的に現年ベースの業務執行で職員を充てる考えであるが、その中で、

業務改善や会計年度任用職員等の支援及び一部コンサル発注も含めて検討してい

く。 

問）中心核整備課と各部署の業務が機能的に連携するためには、どのように考

えているのか。 

答）企画等についての全体的な調整機能は未来創造課に置いたままで、地元交

渉、造成の問題等のハード面を中心核整備課が行う。また、教育委員会ともしっ

かりと連携をとりながら進める。総合的な調整や進捗管理を総務主監が行う。 

以上、慎重審査の結果、賛成多数で原案どおり可決すべきものと決しましたの

で報告いたします。 

○議長（小西久次） ただいま、総務産業建設常任委員会委員長より審査の経過と

結果の報告がございました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小西久次） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

５番、橘 せつ子議員。 

○５番（橘せつ子） 上程されています議第１号、竜王町課設置条例の一部を改正

する条例について、本議案を賛成とする総務産業建設常任委員会の委員長報告に
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反対の立場から討論します。 

今回、竜王町コンパクトシティ化構想（案）を具体的に進めるため、新たに中

心核整備課を設置することについては、時期尚早を考えます。竜王町コンパクト

シティ化構想（案）について町民の方への説明機会も、昨年度、まちづくり意見

交換会が町内５カ所、参加人数も２２６人でまだ町民の方に知らない方が多く、

広く周知され、理解されているとは思えません。 

そうした中で、今後、文教施設の建設費だけでも約５０億円と言われています

し、まだ示されていませんが、造成費も入れるとより多額の費用がかかることが

予想されます。人口減も予想される中、後世に多額の借金を残すことになるので

はないかと心配する声も聞いています。それらに対し十分な話し合いもないま進

められることは、違和感を覚えます。 

十分な周知と理解が得られるよう、意見交換会等必要であることを指摘し、反

対討論とします。 

○議長（小西久次） ほかに討論ありませんか。 

１１番、岡山富男議員。 

○１１番（岡山富男） 議第１号、竜王町課設置条例の一部を改正する条例につい

て、賛成する立場で討論いたします。 

町が提案するコンパクトシティ化構想（案）は、これからの人口減少や超高齢

化社会の課題に対応すべく、我が町の１０年後を見据えたまちづくりの構想案と

して、平成２９年度から３年間をかけて町民ワーキングや懇話会、意見交換会等

を通じて検討、協議を行ってこられました。その経過には、町議会としてもしっ

かりと議論を重ねてきたところでございます。今年度前半のまちづくり意見交換

会を通じて、おおむね賛同を得られたことから、中心核整備課を新設し、リーデ

ィングプロジェクトの中、交流文教ゾーンの中心となる小学校の建てかえを迅速、

計画的に推進されるものです。 

今後、まず地元の御理解と御協力を得るために、この中心核整備課でしっかり

と進めていただき、本町の最大プロジェクトが大きく推進することを期待し、賛

成討論とします。 

○議長（小西久次） ほかに討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより、採決を行います。 
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お諮りいたします。 

日程第１ 議第１号、竜王町課設置条例の一部を改正する条例を委員長報告の

とおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（小西久次） 起立多数であります。よって、日程第１ 議第１号は、委員

長報告のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 議第 ６号 令和元年度竜王町一般会計補正予算（第５号） 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ３ 議第 ８号 令和元年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            補正予算（第３号） 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

○議長（小西久次） 日程第２ 議第６号、令和元年度竜王町一般会計補正予算

（第５号）、並びに日程第３ 議第８号、令和元年度竜王町国民健康保険事業特

別会計（施設勘定）補正予算（第３号）を議題といたします。 

本案は、予算決算常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査の経

過と結果について委員長より報告を求めます。 

予算決算常任委員会委員長、尾川幸左衞門議員。 

○予算決算常任委員会委員長（尾川幸左衞門） 予算決算常任委員会報告。 

令和２年３月１２日 

委員長 尾川幸左衞門 

去る３月６日の本会議において、本委員会に審査の付託を受けました議第６号、

令和元年度竜王町一般会計補正予算（第５号）及び議第８号、令和元年度竜王町

国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補正予算（第３号）の２議案について、

審査の経過と結果を報告します。 

本委員会は、３月１１日午前９時より３０１会議室において、委員全員出席の

もと委員会を開催し、西田町長、甲津教育長、関係主監及び次長をはじめ関係職

員等の出席を求め、説明を受け審査いたしました。 

議第６号、令和元年度竜王町一般会計補正予算（第５号）は、補正予算（第４

号）までの歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億６，４３３万１，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６９億８，６９９万１，

０００円に改めるものです。 
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主な質疑応答は、総務部門、問）地域おこし協力隊事業について、事業実施は

教育委員会であるのに、予算が未来創造課の企画総務費に計上されている理由は。 

答）当初予算編成時では、地域おこし協力隊事業をどの部門で実施するのかに

ついて幾つかの案があったが、地域おこし協力隊というツールを使用したいとい

うことから、未来創造課で予算措置をさせていただいた。そして、今年度当初、

協議する中で、ボルダリングの普及活動で事業展開していくことで生涯学習課に

執行を依頼した。 

産業建設部門、問）農業委員報酬の増額理由は。 

答）地域集積の実績に応じて国から交付金が配分されるため、その分を増額補

正するものである。 

問）若者定住住まい補助金の減額理由は。 

答）当初、家賃補助で想定した２６件が１１件の実績であったため、この差額

を減額するものである。 

教育委員会部門、問）全国青年大会選手派遣補助金の減額理由は。 

答）今年度、演劇は地区大会において最優秀賞を受賞されたが、勤務の都合等

で選手がそろわず出場がかなわなかったため、減額するものである。 

問）教育総務費で臨時職員の減額が大きいが、理由は。 

答）幼稚園の加配の講師として６人分を予算化し、幼稚園教諭の資格免許を持

った方を募集していたが、全国的な保育士不足同様に募集しても応募がなかった

ため、減額するものである。 

ただ、幼稚園教諭の資格がない方へも対象を広げて募集したことで、数名の臨

時職員を配置することができた。 

住民福祉部門、問）地域力強化推進事業委託料の減額理由及び委託内容は。 

答）社会福祉協議会に委託している地域福祉コーディネーターの人件費及び事

業費となっている。人件費については、７月からの雇用となったため、４月から

６月分の基本給及び賞与等の分についての減額と事業費については、この間の車

のリース代が減額となっている。委託内容は、地域福祉コーディネーターが、地

域でのコミュニティカフェ等への支援やひきこもりの方への就労の場の支援、地

域から集めた情報を「地域カルテ」として作成し、地域へ提案するための活動等

されている。 

次に、議第８号、令和元年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補

正予算（第３号）は、補正予算（第２号）までの歳入歳出予算の総額に、歳入歳
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出それぞれ、医科８，８９２万８，０００円、歯科１１２万８，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、医科１億３，８８０万１，０００

円、歯科５，３３２万８，０００円に改めるものです。 

主な質疑内容は、問）歯科診療所の高齢者健康づくり基盤整備推進事業費補助

金の減額理由は。 

答）本事業は、歯科衛生士が要介護認定を受けられた方の自宅を訪問して、口

腔内のケア等を指導し、その情報をケアマネジャーに提供している事業で、現在、

福祉課が事業を実施していることから、診療所が行う事業が減ったことと人件費

が補助対象から外れたこと等からの減額となっている。 

以上、慎重審査の結果、全員賛成で、議第６号及び議第８号は原案のとおり可

決すべきものと決しましたので、報告いたします。 

○議長（小西久次） ただいま、予算決算常任委員会委員長より審査の経過と結果

の報告がございました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小西久次） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小西久次） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより、採決を行います。採決は、１議案ごとに行います。 

お諮りいたします。 

日程第２ 議第６号、令和元年度竜王町一般会計補正予算（第５号）を委員長

報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（小西久次） 起立全員であります。よって、日程第２ 議第６号は委員長

報告のとおり可決されました。 

日程第３ 議第８号、令和元年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第３号）を委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を

求めます。 

［賛成者起立］ 
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○議長（小西久次） 起立全員であります。よって、日程第３ 議第８号は委員長

報告のとおり可決されました。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後１時２３分 

 


